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徳
島
県
家
庭
教
育
支
援
条
例

家
庭
は
、
教
育
の
原
点
で
あ
り
、
全
て
の
教
育
の
出
発
点
で
あ
る
。
ま
た
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
、
豊

か
な
情
操
、
他
人
に
対
す
る
思
い
や
り
、
善
悪
の
判
断
な
ど
の
基
本
的
な
倫
理
観
、
自
立
心
、
自
制
心
な

ど
は
、
愛
情
に
よ
る
絆
で
結
ば
れ
た
家
族
と
の
触
れ
合
い
を
通
じ
て
、
家
庭
で
育
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。

き

ず

な

徳
島
県
で
は
、
地
域
の
自
然
の
恵
み
、
阿
波
踊
り
や
人
形
浄
瑠
璃
な
ど
に
見
ら
れ
る
伝
統
と
文
化
の
豊

か
さ
及
び
人
と
人
と
の
絆
の
強
さ
を
生
か
し
、
家
庭
と
地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ
て
子
供
の
成
長
を
支
え

て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
で
は
、
家
族
形
態
の
多
様
化
、
少
子
化
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
な
ど

、
家
庭
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
、
家
庭
と
子
供
が
抱
え
る
問
題
の
複
雑
化
及
び
過
保

護
、
過
干
渉
、
放
任
な
ど
家
庭
の
教
育
力
の
低
下
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て

き
た
家
庭
教
育
を
支
援
す
る
た
め
の
取
組
を
更
に
進
め
、
各
家
庭
が
改
め
て
家
庭
教
育
に
対
す
る
責
任
を

自
覚
し
、
自
主
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
家
庭
を
取
り
巻
く
地
域
、
学
校
、
事
業
者
、
行
政
な
ど
が
一

体
と
な
っ
て
家
庭
教
育
を
支
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
に
、
各
家
庭
が
家
庭
教
育
に
自
主
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
整
備
に
努
め
る
と
と
も
に

、
家
庭
教
育
を
地
域
全
体
で
支
援
す
る
社
会
的
気
運
を
醸
成
す
る
こ
と
で
、
子
供
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

に
喜
び
を
実
感
で
き
る
徳
島
県
の
実
現
を
目
指
し
て
、
こ
の
条
例
を
制
定
す
る
。

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
家
庭
教
育
へ
の
支
援
に
つ
い
て
の
基
本
理
念
及
び
そ
の
実
現
を
図
る
た
め
に
必

要
な
事
項
を
定
め
、
家
庭
教
育
へ
の
支
援
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
供

の
健
全
な
成
長
の
た
め
に
必
要
な
生
活
習
慣
の
確
立
並
び
に
子
供
の
自
立
心
の
育
成
及
び
心
身
の
調
和

の
と
れ
た
発
達
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
条
例
に
お
い
て
「
家
庭
教
育
」
と
は
、
保
護
者
（
親
権
を
行
う
者
、
未
成
年
後
見
人
そ
の

他
の
者
で
、
子
供
を
現
に
監
護
す
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
子
供
に
対
し
て
行
う
教
育
を
い
う

。
２

こ
の
条
例
に
お
い
て
「
子
供
」
と
は
、
お
お
む
ね
十
八
歳
以
下
の
者
を
い
う
。

３

こ
の
条
例
に
お
い
て
「
学
校
等
」
と
は
、
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
一

条
に
規
定
す
る
学
校
（
大
学
を
除
く
。
）
、
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第

三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
保
育
所
及
び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な

提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
認
定
こ

ど
も
園
を
い
う
。

４

こ
の
条
例
に
お
い
て
「
地
域
活
動
団
体
」
と
は
、
社
会
教
育
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
七
号

）
第
十
条
に
規
定
す
る
社
会
教
育
関
係
団
体
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第

二
百
六
十
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
地
縁
に
よ
る
団
体
そ
の
他
の
団
体
で
地
域
的
な
活
動
を
行
う
も

の
を
い
う
。

（
基
本
理
念
）

第
三
条

家
庭
教
育
へ
の
支
援
は
、
保
護
者
が
子
供
の
教
育
に
つ
い
て
第
一
義
的
責
任
を
有
す
る
と
い
う

基
本
的
認
識
の
下
に
、
県
、
市
町
村
、
学
校
等
、
地
域
住
民
、
地
域
活
動
団
体
、
事
業
者
そ
の
他
の
社

会
の
全
て
の
構
成
員
が
、
家
庭
教
育
の
自
主
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
各
々
の
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、

社
会
全
体
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
を
旨
と
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
県
の
責
務
）

第
四
条

県
は
、
前
条
に
規
定
す
る
基
本
理
念
（
以
下
「
基
本
理
念
」
と
い
う
。
）
に
の
っ
と
り
、
家
庭

教
育
を
支
援
す
る
た
め
の
施
策
を
総
合
的
に
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
。

２

県
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
家
庭
教
育
を
支
援
す
る
た
め
の
施
策
を
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
に
当

た
っ
て
は
、
市
町
村
、
保
護
者
、
学
校
等
、
地
域
住
民
、
地
域
活
動
団
体
、
事
業
者
そ
の
他
の
関
係
者

と
連
携
し
て
取
り
組
む
も
の
と
す
る
。

３

県
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
家
庭
教
育
を
支
援
す
る
た
め
の
施
策
を
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
に

当
た
っ
て
は
、
様
々
な
家
庭
の
状
況
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

（
市
町
村
と
の
連
携
）

第
五
条

県
は
、
市
町
村
が
家
庭
教
育
を
支
援
す
る
た
め
の
施
策
を
策
定
し
、
又
は
実
施
し
よ
う
と
す
る

と
き
は
、
市
町
村
に
対
し
て
情
報
の
提
供
、
技
術
的
助
言
そ
の
他
必
要
な
支
援
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
保
護
者
等
の
役
割
）

第
六
条

保
護
者
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
自
ら
の
果
た
す
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
、
子
供
の
自
主

性
を
尊
重
し
、
愛
情
を
も
っ
て
接
し
、
子
供
の
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
確
立
、
自
立
心
の
育
成
及
び
心

身
の
調
和
の
と
れ
た
発
達
を
図
る
と
と
も
に
、
自
ら
も
保
護
者
と
し
て
成
長
し
て
い
く
よ
う
努
め
る
も

の
と
す
る
。

２

子
供
の
祖
父
母
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
家
庭
教
育
に
積
極
的
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の

と
す
る
。

（
地
域
住
民
等
の
役
割
）

第
七
条

地
域
住
民
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
保
護
者
及
び
学
校
等
と
連
携
し
て
、
先
人
が
創
造
し

、
守
り
続
け
た
地
域
の
歴
史
、
伝
統
、
文
化
、
行
事
等
を
伝
え
る
こ
と
を
通
じ
、
子
供
の
健
全
な
育
成

に
努
め
る
と
と
も
に
、
保
護
者
が
家
庭
教
育
を
行
う
の
に
良
好
な
地
域
環
境
の
整
備
に
努
め
る
も
の
と

す
る
。

２

地
域
活
動
団
体
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
保
護
者
と
連
携
し
て
、
家
庭
教
育
を
支
援
す
る
た
め

の
取
組
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

３

地
域
住
民
及
び
地
域
活
動
団
体
は
、
県
及
び
市
町
村
が
実
施
す
る
家
庭
教
育
を
支
援
す
る
た
め
の
施

策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
事
業
者
の
役
割
）

第
八
条

事
業
者
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
家
庭
教
育
に
お
け
る
保
護
者
の
役
割
の
重
要
性
に
鑑
み

、
従
業
員
の
仕
事
と
家
庭
生
活
と
の
両
立
が
図
ら
れ
る
よ
う
必
要
な
就
業
環
境
の
整
備
等
に
努
め
る
も

の
と
す
る
。

２

事
業
者
は
、
県
及
び
市
町
村
が
実
施
す
る
家
庭
教
育
を
支
援
す
る
た
め
の
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努

め
る
も
の
と
す
る
。

（
学
校
等
に
お
け
る
取
組
の
支
援
）

第
九
条

県
は
、
学
校
等
が
、
保
護
者
と
連
携
し
て
、
子
供
に
基
本
的
な
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ
る

と
と
も
に
、
自
立
心
を
育
成
す
る
た
め
の
取
組
を
行
う
こ
と
を
支
援
す
る
も
の
と
す
る
。

（
親
と
し
て
の
学
び
の
支
援
）

第
十
条

県
は
、
親
と
し
て
の
学
び
（
保
護
者
が
、
子
供
の
発
達
段
階
に
応
じ
て
大
切
に
す
べ
き
家
庭
教

育
に
関
す
る
知
識
、
子
育
て
の
知
識
そ
の
他
の
親
と
し
て
成
長
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と

を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
支
援
す
る
学
習
方
法
の
開
発
及
び
そ
の
普
及
を
図
る
も
の
と
す
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る
。

２

県
は
、
市
町
村
、
地
域
活
動
団
体
そ
の
他
の
関
係
者
が
、
親
と
し
て
の
学
び
を
支
援
す
る
学
習
の
機

会
を
提
供
す
る
こ
と
を
支
援
す
る
も
の
と
す
る
。

（
親
に
な
る
た
め
の
学
び
の
支
援
）

第
十
一
条

県
は
、
親
に
な
る
た
め
の
学
び
（
子
供
が
保
護
者
の
役
割
、
子
育
て
の
意
義
そ
の
他
将
来
親

に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
関
す
る
学
習
方
法
の
開
発
及

び
そ
の
普
及
を
図
る
も
の
と
す
る
。

２

県
は
、
学
校
等
が
、
親
に
な
る
た
め
の
学
び
に
関
す
る
学
習
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
支
援
す
る

も
の
と
す
る
。

（
人
材
の
養
成
等
）

第
十
二
条

県
は
、
家
庭
教
育
に
関
す
る
支
援
を
行
う
人
材
の
養
成
及
び
資
質
の
向
上
並
び
に
家
庭
教
育

に
関
す
る
支
援
を
行
う
人
材
相
互
間
の
連
携
を
推
進
す
る
も
の
と
す
る
。

（
保
護
者
、
学
校
等
、
地
域
住
民
等
の
連
携
し
た
活
動
の
促
進
）

第
十
三
条

県
は
、
保
護
者
、
学
校
等
、
地
域
住
民
そ
の
他
の
関
係
者
が
相
互
に
連
携
し
て
取
り
組
む
家

庭
教
育
を
支
援
す
る
た
め
の
活
動
を
促
進
す
る
も
の
と
す
る
。

（
相
談
体
制
の
整
備
等
）

第
十
四
条

県
は
、
家
庭
教
育
に
関
す
る
相
談
に
応
ず
る
た
め
、
相
談
体
制
の
整
備
、
相
談
窓
口
の
周
知

そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
広
報
及
び
啓
発
）

第
十
五
条

県
は
、
家
庭
教
育
に
関
す
る
情
報
の
収
集
、
整
理
、
分
析
及
び
提
供
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２

県
は
、
家
庭
教
育
の
支
援
に
関
す
る
社
会
的
気
運
を
醸
成
す
る
た
め
、
家
庭
教
育
の
重
要
性
並
び
に

家
庭
教
育
に
お
け
る
保
護
者
の
果
た
す
役
割
及
び
責
任
に
つ
い
て
、
県
民
の
理
解
を
深
め
、
意
識
を
高

め
る
啓
発
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
と
く
し
ま
教
育
週
間
に
お
け
る
事
業
の
実
施
）

第
十
六
条

県
は
、
家
庭
教
育
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
、
積
極
的
に
家
庭
教
育
を
実
践
す
る
意

欲
を
高
め
る
た
め
、
と
く
し
ま
教
育
の
日
を
定
め
る
条
例
（
平
成
十
六
年
徳
島
県
条
例
第
三
十
五
号
）

第
三
条
に
規
定
す
る
と
く
し
ま
教
育
週
間
を
中
心
と
し
て
、
こ
の
条
例
の
目
的
に
ふ
さ
わ
し
い
事
業
を

実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

（
財
政
上
の
措
置
）

第
十
七
条

県
は
、
家
庭
教
育
を
支
援
す
る
た
め
の
施
策
を
推
進
す
る
た
め
、
必
要
な
財
政
上
の
措
置
を

講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

提
案
理
由

家
庭
教
育
へ
の
支
援
に
つ
い
て
の
基
本
理
念
及
び
そ
の
実
現
を
図
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め
、
家

庭
教
育
へ
の
支
援
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
供
の
健
全
な
成
長
の
た
め
に

必
要
な
生
活
習
慣
の
確
立
並
び
に
子
供
の
自
立
心
の
育
成
及
び
心
身
の
調
和
の
と
れ
た
発
達
に
寄
与
す
る

必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。


